
別紙１

令和　　年　　月　　日

協議会名： 八雲町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

有限会社　八雲ハイヤー

運行系統名：　熊石八雲線
運行区間：
八雲町熊石～鉛川～八雲総合
病院
運行回数：　1,001回
運賃：
熊石エリア～八雲エリア　1,000
円
熊石エリア～峠エリア　　500円
八雲エリア～峠エリア　　500円
熊石エリア内　200円

【車両原価償却費等国庫補助】

A

（事業の目標）
１日平均乗車人数　12人／

日
熊石八雲間予約バスR3.10
～R4.9実績　11人／日。
運休日以外で昨年より5日
稼働しない日があった。ま
た利用人数が少ない便もあ
るため目標は達成にはいた

らなかった。

（年間利用実績）
R4.10～R5.9　　3,902名
運行日数　357日

１日平均乗車人数　10.9名

町ホームページやチラシの配
布等、町内外に向けた継続した
情報発信を行い、利用促進を
図った。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施された

④事業実施の適切性

B

⑤目標・効果達成状況

学生の利用については認知さ
れている。自家用車を持たない
町民や、町内会の会合（熊石地
域）に参加し、情報を発信して
いきたい。

高校生の利用が少ない２便、３
便、５便を中心に利用促進を図
る。

議案第１号



事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

別紙１－２

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　八雲町は北海道の南部渡島半島の中北部にあって渡島半島を横断し、西は日本海、東は内浦湾（太平洋）に面し東
西44.29km、南北41.31kmで、総面積は956.08㎢である。人口は、15,844名（令和２年度国勢調査より）。
　近年では人口減少・高齢化が進んでおり、このうち65歳以上の人口比率は、急激に上昇しており、今後も加速し続け
ていくことが想定される。町内全域での高齢化や公共交通機関に頼らざる得ない町民の増加により、公共交通の維
持・確保の必要性が近年増しているなかで、熊石・八雲間は、高校、JR八雲駅、病院、公共施設、商業施設などの主
要施設や、近隣町を結ぶ重要な位置づけにある。
　令和３年１０月から運行している熊石八雲間予約バスは、令和2年10月より、江差・八雲間の北海道の補助金が打ち
切られたことによる新たな路線として、熊石・八雲間を結ぶ重要な路線であり、高齢者や免許を取得できない高校生
等、交通弱者の移動手段として利用されている。これからも必要不可欠な路線であることから、効率的かつ持続的な公
共交通を地域に密着させるため、利用者の確保を図ることを目的とする。

協議会名： 八雲町地域公共交通活性化協議会

令和　　年　　月　　日



八雲町地域公共交通活性化協議会協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

１日平均乗車人数 １２人／日
（※参考 熊石八雲間予約バス 令和３年１０月～令和４年９月実績 １１人／日）

車両取得に係る定量的な目標についても上記と同様。

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

・令和５年４月26日 第１回協議会を開催
主な協議事項 協議会設立要綱等
・令和５年６月26日 第２回協議会を開催
主な協議事項 令和６年補助年度地域内フィーダー系
統確保維持計画について協議・承認
・令和６年１月10日 第３回協議会開催
主な協議事項 地域公共交通確保維持改善事
業に関する事業評価について

令和５年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

八雲町では人口減少・高齢化について今後も加速し続けていくことが想定される。
町内全域での高齢化や公共交通機関に頼らざる得ない町民の増加により、公共交
通の維持・確保の必要性が近年増しているなかで、熊石・八雲間は、高校、JR八雲
駅、病院、公共施設、商業施設などの主要施設や、近隣町を結ぶ重要な位置づけ
にある。
令和３年１０月から運行している熊石八雲間予約バスは、令和３年９月３０日の運
行を持って廃止となった江差・八雲線の新たな路線として、熊石・八雲間を結ぶ重要
な生活路線であり、交通弱者の移動手段として利用されている。これからも必要不
可欠な路線であることから、効率的かつ持続的な公共交通を地域に密着させるため、
利用者の確保を図ることを目的とする。

運行系統名：熊石八雲線
運行区間：八雲町熊石～鉛川～八雲総合病院
運行回数：1,001回
運賃：熊石エリア～八雲エリア1,000円 熊石エリア～峠エリア500円 八雲エリア～峠エリア500円 熊石エリア内 200円
※障がい者割引あり

地域公共交通の現況

・函館バス株式会社（複数自治体路線 ３路線）
・JR北海道 函館本線（６駅：八雲、黒岩、山崎、
山越、野田生、落部）
・ハイヤー（４社： 有限会社八雲ハイヤー、エス
ジーハイヤー株式会社、有限会社旭ハイヤー、 合同
会社キャンタク(福祉輸送））
・スクールバス
・患者輸送バス



令和５年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・町のホームページ周知や各町内施設等に時刻表の設置を行った。
・１便の利用に関して、接続するバス（檜山海岸線予約バス）と、１便の発車する時刻に少し時間があるため、バス内で
待機できるよう早めに到着するようにしている。（特に冬などを考慮）。

２

２）運行系統

【系統名・運行ルート図】



３

３）利用実績

４）収入実績
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単位：人

単位：千円

令和４年度：合計 4,038人
令和５年度：合計 3,902人

令和４年度：合計 3,141千円
令和５年度：合計 3,999千円



６）目標・効果達成状況

【事業目標】
・１日平均乗車人数 １２人／日
（熊石八雲間予約バスR3.10～R4.9実績 11人／日をベース
に目標値を設定。年間利用実績R3.10～R4.9 4,038名）
・１日平均乗車人数 10.9名 目標達成率 90.8％
（年間利用実績R4.10～R5.9実績 3,902名）

R3.10月から２年を迎え、少しずつ当路線の認知度は上
がってきている。利用実績としては若干下がったものの、一
般利用者数は伸びてきている。

※生活交通確保維持改善計画と車両に取得に係る定量的
な目標値についても同様。

４

７）事業の今後の改善点

・当路線の認知度を上げるため、継続して町ホームページ
やチラシの配布等行うとともに、熊石地区の高齢者の集い
の場などに参加し、事業説明を行う。

・八雲町地域公共交通活性化協議会で、バスの無料体験会
などを企画し、公共交通の利用促進を図る。

・運行に関して、ニーズに合った路線、ダイヤ等、必要に応じ
て協議を図り、地域に合った路線を構築していく。

・５便の利用増の取り組みについて、対象者が絞られる（単
身の方など）ため、特に国保病院での周知に力を入れる。

運輸局記載欄

計画通り、事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果（案）


